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  【Reference Review 53-5 号の研究動向・全分野から】 
 
正社員・非正社員間の格差是正とワーク・ライフ・バランス 
      

































































































せ」『Business & Economic Review』(2007.12)
は、これまでの正社員偏重といってよい「属人
ベース」の考え方を、同一価値労働・同一賃金
原則に基づく「仕事ベース」の考え方へとシフ
トさせることが重要であると述べる。「仕事ベ
ース」の考え方に基づき職能資格制度や人事処
遇制度を見直すことで、正社員の働き方の多様
化が進められるだけでなく、非正社員の人事処
遇制度に対しても正社員の制度と統一的に設
計・運営することが可能になる。 
山田の提言通りに統一的な人事処遇制度が
実現されれば、正社員・非正社員間でワーク・
シェアリングすることが可能になり、正社員の
長時間労働問題も解消されるのではないだろ
うか。ワーク･ライフ・バランスの問題は正社
員だけの問題と捉えられがちだが、正社員・非
正社員間の格差是正こそが本質的なテーマで
あると考えている。 
 
 
